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１． まえがき 
近年、Web の普及により SNS を利用する人が増えてき

ている。日本最大手の mixi では会員数が 100 万人を突破し、

今後も拡大を続けると思われる。その一方でそれだけの

人々が存在する空間では自分と親しい人や趣味趣向の合う

人を短時間で探し出すのは容易ではない。そこで本研究で

は SNS 空間のリンク構造と blog などのテキストを用いて

ユーザの関係を視覚化する GPS 表示の提案、実装を行う。

それによって自分の目的に合った人を探すことを支援する。

このシステムの実現のためにはユーザ間の類似度を検出す

る必要があり、その計算には比較を行うユーザ間と、指標

となるユーザとのリンク距離を用いる手法と、テキスト解

析を行い各ユーザの類似度を求めるという手法を用いる。

それによって GPS のように目的地を定め、それに近づいて

いく形が再現できると考える。 

２． ＳＮＳ 
SNS とは参加者が互いに友人を紹介しあって、新たな友

人関係を広げることを目的に開設されたコミュニティ型の

Web サイトである。SNS のサービスの中には自分のプロフ

ィールや写真を公開する機能の他に blog、コミュニティの

登録など、趣味を公開する機能がある。自己申告のプロフ

ィールに加え、友達からのコメントという外部の評価が加

わるのでプロフィールに信用性を与えることができる。こ

うやって作られたプロフィールには、友達の一覧が掲載さ

れているので、友達の友達をたどっていくことができ、そ

こをたどりながら自分に合った友達を見つけていくことも

できる。 

３． 類似度の検出 
３．１ ＧＰＳ表示 
本研究ではユーザの類似度を GPS 表示による２次元マッ

プ上にユーザを配置する。GPS 表示を行うためには中央に

配置する基準点が必要となるが、基準点には自分自身では

なく、現在閲覧しているページのユーザ（以下、ユーザ

Ｃ）を用いることとする。これはユーザが目的を持ってリ

ンクを辿っていることを表現できると考えたためである。 
３．２ リンク構造からの類似度 
ユーザ間の類似度を求める方法の一つにユーザ間のリン

ク距離を用いる。その手法として本研究では相関係数を用

いる。相関係数とは、２つのデータ列の間の相関を示す統

計学的指標である。－１から１の間の実数値をと 
り、１に近いときは２つのデータ列には正の相関がある 
 
 

といい、－１ に近ければ負の相関があるという。０に近 
いときはもとのデータ列の相関は弱いといえる。 
相関係数の求め方は２つのデータ列 x = {xi}, y = {yi}  (ｉ

=１,２,….,ｎ)が与えられたとき、式１を用いて求めること

ができる。なお、本論文ではｘに自分自身、ｙにユーザ C
とリンク関係にあるユーザに関するデータを扱う。 
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 この時、分子にあたる部分は変数 x、y の共分散となり、

分母にあたる部分は変数 x の標準偏差と変数 y の標準偏差

をかけた値をなる。また、    はそれぞれの データ 
x = {xi}, y = {yi} の期待値である、 
期待値    の求め方は 
                

 (式２) 
 
 

      (式３) 
 
である。単純なリンク距離を用いて類似度を求めた際、多

くのリンクを持つユーザが存在すると、正確な類似度を求

めることが困難になる恐れがある。そのため、周りのユー

ザとの関係を利用することのできる相関係数を用いる。具

体的な 
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x   の求め方は、ｘ,ｙそれぞれと他のユーザと

のリンク距離、からユーザ C と他のユーザとのリンク距離

の差分を取った値、その総和から求める。これによりユー

ザ C と比較して、ｙがどれだけ自分自身(x)に類似している

かを求めることができる。また、自分自身からリンク距離

が６以内のユーザのみを他のユーザとする。これは「６次

の隔たり」という６人の知人の連鎖を介せば世界中のどん

な人にもたどり着けるという理論を採用している。 
３．３ テキスト情報からの類似度 
本研究においてテキストとは、SNS 上でのプロフィール、

blog のことを指す。まず、テキストの品詞解析を行い、数

詞及び非自立の名詞を除く名詞のみを抽出する。既出の名

詞であればその名詞 ID に、新規の名詞であれば新しい名

詞 ID を割り当てる。そして各ユーザ毎に使用した名詞を

行列に登録する。ユーザが使用した名詞 ID の列に１を、

そうでなければ０を挿入する形で行列に格納する。その結

果は表１のようになる。協調フィルタリングを行い、自分

自身と他のユーザとの類似度を算出する。類似度は 0 から

1 の間の実数値を取り、全く同じであれば１、似ていなけ

れば０となる。例えばスポーツに関する blog を書いている

ユーザ同士は、共通の趣味のないユーザ同士ユーザよりも

類似度が高く、類似度が１に近くなる傾向にある。 
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表 1 ユーザごとの名詞行列 

ユーザ id 
  名詞 id 

１ ２ ３ … ｎ 

１ １ 0 1 … １ 
２ 0 1 0 … 0 
… … … … … … 
ｍ １ 0 0 … １ 

４． 類似度の視覚化 
４．１ 視覚化手法 
３章で挙げた２つの手法を用いて、SNS でのユーザ間の

類似度の視覚化を行う。 
４．２ ユーザの配置 
４．２．１ リンク構造によるユーザの配置 
前章で述べたように、ユーザ C の相関係数は０となるの

で、相関係数をそのまま用いることで自分自身と他のユー

ザとの類似度を表すことができる。 
４．２．２ テキスト情報によるユーザの配置 
テキスト情報からの類似度では、ユーザＣとの類似度

（以下、類似度 C）が 0 から 1 の間の様々な値をとる。そ

のため、ユーザＣを中央に配置するためには類似度 C を中

間値である、0.5 の値に修正する必要がある。その手法と

して、本研究では(0, 0)、(1, 1)、(類似度 C, 0.5)を x,y とす

る２次方程式を用いる。その式を用いて、他のユーザの類

似度を修正する。 
４．２．３ マップ上への配置 
上記の方法によって得られた値によって、ユーザを配置

する。Ｘ軸の値にはテキスト情報による類似度の値を、Ｙ

軸にはリンク距離による類似度の値を用いる。配置図は以

下の図１のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

図 1 ユーザの配置 

図１ではＸ軸、Ｙ軸ともに正の値ほど類似度が高く、負

の値ほど類似度が低いことを示している。つまり、第１象

限はユーザＣよりもリンク距離、テキスト情報ともに類似

度が高く、第２象限では相関係数のみ類似度が高い、とい

う見方をすることができる。なお、本論文では実験データ

に イ ン デ ィ ー ズ 音 楽 配 信 SNS サ イ ト BUZZWIRE 
(http://www.buzzwire.jp)のユーザデータを利用した。なお、

本論文中ではテキスト情報にはプロフィールのテキストの

みを利用した。 

５． 実験 
５．１ 実行結果 
３種類のデータセットを用いて実験を行った。 
１．理想的なリンク構造、及び趣味を持つユーザ群 
２． 実 SNS 上でのコミュニティを重視したユーザ群 
３．実 SNS 上での筆者を中心としたユーザ群 

 １．のデータセットに関しては予想される結果とほぼ同

等の結果が得られた。このことから、本論文で用いたアル

ゴリズムや手法が正しい事が証明できたと考える。また、

２．３．に関しては次節でユーザによるアンケート結果の

表を記す。 
５．２ 評価 

表 2 ２．に関する５段階評価の平均 

総合評価 リンク構造 テキスト情報 使い易さ

4.2 4.2 3.9 3.5 

  表 3 ３．に関する５段階評価の平均 

総合評価 リンク構造 テキスト情報 使い易さ

3.9 4.5 3.4 3.5 
表２,３ともにユーザ５０人に対してアンケートを取った

結果を表している。表の項目である総合評価に関しては、

このツールによって SNS を利用する楽しみが増えた、新し

い友達を見つけるのに役に立ったなどの評価基準により算

出したものである。 
５．３ 考察 
実行結果よりリンク距離による類似度の精度には一定の

評価が得られたが、名詞による類似度の検出には十分に満

足のいく結果は得られなかった。今後の課題として、名詞

間の関連度の抽出および利用、一人称などの一般的過ぎる

名詞の削除、名詞の頻出度を利用した多値の協調フィルタ

リングの利用などが挙げられる。さらには blog の書き込み

日付を利用した重み付けなどの検討も挙げられる。また、

評価に対しても、ユーザ個々の主観に頼る部分が多いため、

明確な評価基準を策定し、客観的な評価が得られるよう工

夫する必要がある。 

第２象限 第１象限 

６． おわりに 
第３象限 第４象限 

本論文では、SNS 上でのユーザ同士の関係を類似度の観

点から視覚化することを行った。その結果、十分なツール

として活用できると考えられる。 
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